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今 月 の トォフ

　伊万里の暑い夏を、イマリンビーチ
で過ごしませんか。黒川町のイマリン
ビーチで７月４日、海開きがありまし
た。集まった子どもたちは、大きな歓
声と水しぶきをあげ、海に入り、大は
しゃぎ。今年初めての海水浴を、み
んなで思いっきり楽しみました。【16
ページに関連記事を掲載しています】
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８月は同和問題啓発強調月間です

　

す
べ
て
の
人
間
は
、
人
と
し
て
生
き
て
い
く
た
め
の
何
人
も
侵

す
こ
と
の
で
き
な
い
権
利
（
人
権
）
を
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て

い
ま
す
。
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
は
、
わ
が
国
の
憲
法
の
基
本
理

念
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、同
和
問
題
を
は
じ
め
と
し
て
、女
性
、子
ど
も
、

高
齢
者
、
障
害
の
あ
る
人
な
ど
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題

が
存
在
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
情
報
化
社
会
の
進
展
に
伴
い
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
誹ひ

謗ぼ
う

、
中
傷
な
ど
新
た
な
人
権
侵
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
こ
う
し
た
人
権
・
同
和
問
題
の

解
決
に
向
け
、
関
係
機
関
や
人
権
・
同
和
教
育
推
進
協
議
会
、
人

権
擁
護
委
員
協
議
会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
教
育
・
啓
発
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

８
月
は
、
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
を
自
分
自
身
の
課
題
と
し
て
捉
え
、
人
権
を

お
互
い
に
尊
重
し
、
だ
れ
も
が
平
等
で
明
る
く
幸
せ
に
暮
ら
し
て

い
け
る
社
会
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

人
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権
が
尊
重
さ
れ
、
と
も
に
支
え
あ
い
、

　
　
　

 

共
に
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き
る
こ
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の
で
き
る

　
　
　
　
　
　

 

『
共
生
社
会
』
の
実
現
へ

特集：人権・同和問題啓発強調月間



１. 本人の意志を尊重する

２. 相手の人柄がよく、信頼できれば結婚
　　させる

３. 自分はかまわないが、親戚や世間体が
　　あるから、できれば結婚させたくない
     （親戚などに相談する）

４. 絶対に結婚させない

５. わからない

６. 無回答

０％　  ５％　  10％　 15％　 20％　25％　30％　 35％　 40％　 45％

解決のためには、どうしたらよいのですか？

　現在、同和問題をはじめとしてさまざまな人権問題がありますが、これらは、差別
される側でなく、差別する側の問題です。
　人権問題の解決に向けて求められているのは、自分が差別する人間にならないのは
もちろん、日常生活の中で差別を許さない行動をとることが必要です。そのためには、
さまざまな人権問題を「自分とは関係ない」と避けるのではなく、理解していくこと
が大切です。同和問題を学習し、正しく理解すれば、同和問題にかかわったときに差
別を許さない態度をとることができます。
　つまり、同和問題解決は私たち一人ひとりの不断の努力により達成されるものです。

まだ、同和地区や地区出身者への差別や偏見があるのですか？

　同和地区に生まれた、あるいはその地区に住んでいるなどを理由とした、根拠のな
い言い伝えや偏見によって差別されるという人権問題です。
　同和問題は、日本人がとらわれやすい『ケガレ意識』や『家柄意識』、『世間体』など、
日本固有の差別です。

　これまでの教育・啓発活動などにより、状況は改善してきていますが、まだ差別や
偏見は完全には解消されていません。例えば『人権問題に関する市民意識調査』では、

「お子さんの結婚相手が同和地区出身者だとしたらどう思いますか？」という問いか
けに対して「できれば結婚させたくない」「絶対結婚させない」という回答が、あわ
せると回答全体の 12.5 パーセントを占めています。
　また、結婚に限らず、今なお、就職などで、同和地区出身者に対する差別が残って
いると言われています。

『お子さんの結婚相手が、同和地区出身者だとしたらどう思いますか？』

同和問題解決のために 〜 正しい理解が第一歩 〜

同和問題とはどのような問題ですか？
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　　　　平成 17 年調査

　　　　平成 12 年調査

0.8％
2.3％

13.2％
12.1％

4.0％
2.5％

12.7％
10.0％

34.6％
33.8％

34.7％
39.3％

特集：人権・同和問題啓発強調月間
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さまざまな人権問題

●インターネットは、さまざまな情報を瞬時に送受信できる便利なものです
●コミュニケーションの輪が広がる一方で、インターネットを悪用した人権侵害や犯罪が年々増えています
◎インターネットを楽しく安全に利用するためには、インターネットに潜む危険性を十分認識し、正しい利
　用を心がけることが大切です。

守りましょう。インターネットでのルールとマナー！

こんな行為はぜったいダメ

 ◆誹謗中傷や侮辱的な表現

 ◆個人情報の無断使用、掲載

 ◆無責任なうわさ

 ◆差別的な書き込み

 ◆プライバシーの侵害

〜 インターネット、ＤＶ、ハンセン病 〜

ネ
ッ
ト
の
先
で
、
傷
つ
く
人
も

い
る
か
ら
相
手
の
立
場
に
立
っ

た
利
用
を
考
え
な
く
ち
ゃ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
公
の
場
な

ん
だ
よ
。
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を

守
っ
て
使
わ
な
き
ゃ
ね

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
っ

て
楽
し
い
ね

特集：人権・同和問題啓発強調月間

② ハンセン病の正しい知識
■ 感染力は非常に弱い　■ たとえ感染しても、ほとんど発症しません　■ 遺伝しません　■ 薬で完治します

① ハンセン病の歴史（偏見・差別の構図）

　夫婦や恋人など親密な関係にある、または、かつてそういう関係にあった異性に対して加えられる暴
力のことです。被害者の多くは女性です。身体的暴力、精神的暴力、性的暴力、経済的暴力などがあり、
重大な人権侵害です。

ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）とは？

　被害者を保護し、支援するために『配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に
関する法律』があります。「家庭を壊したくない」「経済的な事情で」「子どものために」
などの理由で我慢せずに相談窓口に相談してください。身近な人が被害を受けてい
る場合も相談してください。

■伊万里市役所　男女協働・まちづくり課（☎㉓２１１５）
■伊万里保健福祉事務所（☎㉓２１０１）
■『アバンセ』相談専用電話（☎０９５２㉖００１８）

ハンセン病に対する偏見や差別をなくしましょう

ＤＶについての相談窓口

誤った施策

誤った情報

ハンセン病への偏見
非常に怖い病気という思い
こみ（伝染・遺伝する）

厳しい差別につながった
らい予防法　　　　　　隔離施策

強い伝染病、不治の病、遺伝する

⇒
⇒

⇒

まずは、相談
　してください

※らい予防法は平成８年に廃止されました



� 2009.8
：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索

■
日　

時　

８
月
19
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

（
午
後
１
時
開
場
）

■
会　

場　

市
民
セ
ン
タ
ー
・
文
化
ホ
ー
ル

■
講　

師　

江
森 

陽
弘
さ
ん

(

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト)

■
テ
ー
マ

　
『
こ
れ
か
ら
は
人
権
習
慣
』

　

〜
人
権
と
は
他
人
の
心
を
大
切
に
す
る
こ
と
〜

■
入
場
料　

無　

料

■
問
合
先　

生
涯
学
習
課

（　

☎
㉓
３
１
８
６
）

同
和
問
題
講
演
会
を

開
催
し
ま
す

■ 江
え

森
もり

 陽
よう

弘
こう

 さん
　1932 年東京都生ま
れ。1960 年朝日新聞
社入社。社会部次長、
週刊朝日副編集長を経
て、朝日新聞編集委員
を務める傍ら『江森陽
弘モーニングショー』
のキャスターを兼務。

1988 年朝日新聞社退社。現在、『地球こども
クラブ』常務理事、季刊誌『SOLA』編集長な
どを務めるとともに、講演や執筆活動を精力
的にこなし、ジャーナリストとして幅広く活
躍中。

人権問題に対する正しい理解と認識が、
偏見や差別の解消につながります

特集：人権・同和問題啓発強調月間

『えせ同和行為』について

　『えせ同和行為』とは、同和問題を口実に、企業や個人に高額な図書の購入や寄付金、賛助金などを迫り、
不法・不当な利益を得ようとする行為をさします。
　本来の『同和問題』解決の取り組みとは、まったく無関係の行為ですが、あたかも差別解消運動であるか
のように見せかけて行われるため『同和問題』に対する誤解・偏見の原因のひとつになっています。

 『えせ同和行為』についての相談窓口

■伊万里市役所　人権・同和対策課　　　　（☎㉓２１９０）
■伊万里市役所　情報広報課市民サービス係（☎㉓２１３６）
■佐賀地方法務局　伊万里支局　　　　　　　（☎㉓２４９２）

『えせ』の意味 ・・・本物に似てはいるが、まったく違うもの

　日本では、自治体、法務局、警察などが協力して『えせ同
和行為』の排除に取り組んでいます。
　もし、『えせ同和行為』に遭遇したら毅

き

然
ぜん

とした対応をし
ましょう。
　同和問題を口実にした図書の購入の必要性は、自主的に判
断し、不要な場合は「必要ありません」など、はっきりと断
りましょう。（あいまいな返答は誤解を招く場合があります）
また、断る理由を相手に言う必要はありません。

解　説

『えせ同和行為』は『ゆすり』、『たかり』です



インフォメーション･伊万里 インフォメーション･伊万里 インフォメーション･伊万里 

■土地について
○販売価格および面積
　価格帯　7,183,890 円～ 10,015,285 円
　面　積　261.51 ㎡（約 79 坪）～ 328.37 ㎡（約 99 坪）
　最多販売価格帯　800 万円台（35 区画）
○土地の所在
　伊万里市立花町字大尾、字萱村、字大道田（立花小学校南西側）
　立花台地第２期開発地区　全148 区画のうち39 区画
○土地の状況
　都市計画区域で用途地域の指定なし
　容積率 200％・建ぺい率 60％
　上水道は給水管 20 ㍉、下水道・都市ガスを完備
■土地購入の条件
・ 分譲地は住宅地以外には利用できません
・ 契約締結後、３年以内に住宅を建てなければなりません
・ 契約締結後、５年間は第三者へ譲渡・転貸はできません
■申込みについて
○申込みに必要な書類（各１通）
　分譲申込書、市税納税証明書
・ 個人の場合
　運転免許証または健康保険証の写し
・ 法人の場合
　法人登記簿謄本
※申込みができない人
　市税を滞納している人、成年被後見人および被保佐人ならびに
　破産者で復権を得ていない人、転売を目的として申し込む人
■申込・問合先　都市開発課（　 ☎㉓２４７６）

伊万里駅

伊万里中

Ａｺｰﾌﾟ

市役所

立花保育園

202

204

立花公民館 郵便局

立花小

204

立花第2期

分譲地

市民図書館

ﾌｫﾚｽﾄｲﾝ伊万里

国見台公園

ｺﾝﾋﾞﾆ

ｺﾝﾋﾞﾆ

伊万里川

有
田
川

玉屋

至佐世保市

至平戸市

至黒川町

至武雄市

至武雄市

至南波多町

前田病院

伊万里温泉

立花台地
第２期分譲地

購入者を
随時募集中

位置図

　市では、立花台地の住宅用地を分譲しています。
購入を希望する人は、関係書類を添えてお申し込
みください。

　

第
４
工
業
用
水
道
建
設
事
業
は
、
過
去
に
例
の
な
い
難
し
い
工
事

を
、
約
２
年
間
と
い
う
限
ら
れ
た
期
間
内
に
仕
上
げ
、
か
つ
多
大
の

費
用
を
要
し
た
市
政
始
ま
っ
て
以
来
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
で

す
。
こ
こ
に
至
る
ま
で
に
は
想
定
外
の
事
案
も
あ
り
ま
し
た
が
、
日

本
で
も
有
数
の
学
識
者
や
専
門
家
の
英
知
と
技
術
を
集
結
し
、
ま
た
、

多
く
の
皆
さ
ん
の
支
援
を
仰
ぎ
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
回
の
給
水
開
始
に
よ
り
、
こ
の
工
業
用
水
道
が
、
更

な
る
地
域
企
業
の
発
展
の
礎
と
な
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や
そ
れ

に
伴
う
雇
用
創
出
、
税
収
基
盤
の
安
定
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

平成21年7月21日現在

区画図

↑久原浄水場で企業への給水を確認する塚部市長

● 

問
合
先　

工
業
用
水
道
開
発
室
（　

☎
㉓
５
４
０
５
）

　
『
二
重
鋼
矢
板
式
』
の
工
法
に
よ
り
海
域
を
締
め
切
り
、

貯
水
池
を
建
設
す
る
と
い
う
国
内
で
も
初
め
て
の
取
組
み

に
よ
り
建
設
を
進
め
て
き
た
『
第
４
工
業
用
水
道
』
は
、

当
初
の
計
画
ど
お
り
、
７
月
１
日
か
ら
企
業
へ
の
給
水
を

開
始
し
ま
し
た
。　

　
『
伊
万
里
市
第
４
工
業
用
水
道
』

７
月
１
日
に
給
水
ス
タ
ー
ト

● 

給
水
能
力　

２
５
０
０
０
㎥
／
日

● 

総
事
業
費　

170
億
円
（
概
算
）

● 

財
源
内
訳　

国
庫
補
助
22
億
円
、

　

企
業
分
担
金
30
億
円
、
企
業
債

118
億
円

● 

水　

源　

▽
種　

別
：
河
川
表
流
水

▽
河
川
名
：
２
級
河
川
・
有
田
川

▽
取
水
量
：
日
最
大
６
９
１
２
０
㎥

　
（
0.8
㎥
／
秒
）

第
４
工
業
用
水
道
の
概
要

� 2009.8 �2009.8



インフォメーション･伊万里 インフォメーション･伊万里 インフォメーション･伊万里 

■問合先　福祉課子育て支援室
（　 ☎㉓２１７４）

●児童扶養手当とは

　児童扶養手当は、父母の離婚や父

の死亡、１年以上の遺棄などにより、

父と生計を同じくしていない児童（18

歳になった最初の３月 31 日まで、ま

たは 20 歳未満の障害児）を監護して

いる母または養育者に支給します。

　さまざまな支給制限などがありま

すので、詳しくはお尋ねください。

●手当額
▷全額支給の場合

　月　額　41,720 円

▷一部支給の場合

　月　額　9,850 円～ 41,710 円

▷加算額　

　第２子　　　　 月　額　5,000 円

　第３子以降１人につき

　月　額　3,000 円

※本人および同居の家族の所得に

　よって、手当額が算定されます

●次のような場合には、届け出が必
　要です
▷受給者や対象児童が婚姻（事実婚

　を含む）したとき

▷受給者や対象児童が公的年金を受

　けるようになったとき

▷対象児童が受給者の生計と別に

なったとき

▷児童または受給者が住所変更したとき

▷対象児童数が変更になったとき

●支給制限
　母である受給資格者に対する手当

　は、支給開始月から５年または支

　給要件に該当した月から７年を経

　過したときは、手当額が２分の１

　になる可能性があります。就業ま

　たは求職活動、就業が困難なこと

　などいずれか証明できる書類を提

　出するとこれまでの手当と同じ額

　を受給できます

●新規申請（随時受付け）
　認定を受けると、申請をした月の

　翌月分から支給されます

■問合先　福祉課社会福祉係
（　 ☎㉓２１５６）

●特別児童扶養手当とは

　特別児童扶養手当は、身体・知的

または精神に中度以上の障害のある

20 歳未満の児童を監護している父ま

たは母、もしくは養育者に支給しま

す。該当する児童がいる母子家庭な

どには、児童扶養手当と併せて支給

されます。ただし、対象となる児童

が児童福祉施設などに入所している

ときは支給されません。

　所得制限などがありますので、詳

しくはお尋ねください。

●手当額
▷障害１級該当児童１人につき

　月　額　50,750 円

▷障害２級該当児童１人につき

　月　額　33,800 円

※所得制限によって、支給停止にな

　る場合があります

●次のような場合には、届け出が必
　要です
▷対象児童が福祉施設などに入所し

　たとき

▷対象児童または受給者が住所変更

　をしたとき

▷対象児童の障害の程度が変わった

　とき

▷引き続き手当を受けようとすると

　き（再診断）

●新規申請（随時受付け）
　県知事の認定を受けると、申請を

　した月の翌月分から支給されます

■問合先　福祉課子育て支援室
（　 ☎㉓２１７４）

●ひとり親家庭等医療費助成とは

　母子・父子家庭の父母とその養育

する児童、父母のいない児童、１人

暮らしの寡婦に対し、健康保険によ

り医療機関で診療を受けた場合、医

療費の自己負担の一部を助成します。

●助成対象者
▷母子・父子家庭の父母

　20 歳未満の児童を養育している人

▷児童

　18 歳に達した日以後の最初の３月

　31 日までの間にある人

▷１人暮らしの寡婦

　かつて母子家庭の母であった人で

　同一の住居に生計を同じにする人

　がいない人。ただし、高齢者の医

　療の確保に関する法律の後期高齢

　者医療制度による医療の給付を受

　けていない人

※助成制限がありますので、詳しく

　はお尋ねください

●助成額
　受給資格者が医療機関などで受診

　し、支払った一部負担金から入院・

　外来を問わず１人１月 500 円を控

　除した額

●助成金申請の期限
　医療機関などで受診した月の翌月

　から起算して１年以内

●新規申請（随時受付け）
　認定を受けると、申請をした日の

　診療日分から助成されます

　現在受給している人は、
　　現況届や更新手続きをお忘れなく！

　■受付期間
　　８月 10 日（月）〜８月 21 日（金）
　　午前８時 30 分〜午後５時 15 分
　※土・日曜日は休みです
　※該当する人には、別途事前に通知します

ご存じですか？

児童扶養手当

子育てを 応援する制度

特別児童扶養手当ひとり親家庭等
　　　医療費助成
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● 

問
合
先　

情
報
広
報
課
市
民
サ
ー
ビ
ス
係
（　

☎
㉓
２
１
３
６
）

消
費
生
活
相
談
の
開
設
日
を
増
や
し
ま
す

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
週
３
日
間
の
消
費
生
活
相
談
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
消
費
ト
ラ
ブ
ル
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

８
月
１
日
よ
り
、
月
曜
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
す
べ
て
の
開
庁
日
に
相
談

窓
口
を
開
設
し
ま
す
。（
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
・
市
民
相
談
コ
ー
ナ
ー
）

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

● 

対　

象　

意
欲
的
に
ま
ち
づ
く
り
活
動
に

　

取
り
組
み
、
特
に
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　

に
貢
献
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
行
政
区

　

や
町
（
地
区
）
が
対
象
で
す

※
市
が
推
進
し
て
い
る
『
地
域
の
元
気
推
進

　

事
業
』
に
限
ら
ず
、
す
べ
て
の
事
業
を
対

　

象
と
し
ま
す

● 

部
門
お
よ
び
応
募
方
法

①
町
部
門　

町
（
地
区
）
公
民
館
単
位

　

町
（
地
区
）
公
民
館
を
通
じ
て
、町
（
地
区
）

　

区
長
会
長
名
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
応

　

募
数
は
、
各
町
（
地
区
）
１
点
以
内
で
す

②
区
部
門　

行
政
区
単
位

　

町
（
地
区
）
公
民
館
を
通
じ
て
、町
（
地
区
）

　

の
区
長
会
長
の
推
薦
に
よ
り
、
行
政
区
長

　

名
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
数
は
、

　

各
町
（
地
区
）
２
点
以
内
で
す

● 

提
出
書
類　

・
応
募
用
紙

・
総
会
資
料
な
ど
、
団
体
の
概
要
が
わ
か
る

　

資
料

・
活
動
内
容
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
新
聞
や
雑

　

誌
な
ど
の
写
し

・
そ
の
他
、
活
動
内
容
な
ど
が
わ
か
る
資
料

● 

応
募
期
限　

８
月
31
日
（
月
）

● 

審
査
会　

10
月
中
旬

● 

賞
な
ど　

　

大
賞　

各
部
門
１
点
以
内
（
町
部
門
20
万

　

円
、
区
部
門
10
万
円
）

　

入
賞　

区
部
門
25
点
以
内
（
各
１
万
円
）

● 

表
彰
式　

市
制
55
周
年
記
念
事
業
の
『
ひ

　

と
が
輝
く
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
大
会
』　

　
（
11
月
21
日
開
催
予
定
）
に
お
い
て
表
彰

　

し
ま
す

● 

そ
の
他　

応
募
さ
れ
た
町
（
地
区
）、
行

　

政
区
に
つ
い
て
、
応
募
資
料
な
ど
を
も
と

　

に
、
活
動
内
容
を
紹
介
す
る
た
め
の
冊
子

　

を
作
成
し
ま
す

『
伊
万
里
市
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
大
賞
』

● 

応
募
・
問
合
先　

男
女
協
働
・
ま
ち
づ
く
り
課
（
☎
㉓
２
１
１
５
）

　

少
子
高
齢
化
や
環
境
問
題
な
ど
、
地
域
が
直
面
し
て
い
る
生
活
課
題
な

ど
に
対
し
、
そ
の
特
性
や
資
源
を
生
か
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
る
行
政
区
や
町
な
ど
を
表
彰
し
、
各
地
域
の
活
動
内
容
を
広
く
紹
介
す

る
な
ど
し
て
、
さ
ら
な
る
地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

あ
な
た
の
ま
ち
も
応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

最
近
、
食
品
偽
装
や
健
康
被
害
、
悪
徳
商

法
な
ど
、
皆
さ
ん
の
生
活
の
安
心
や
安
全
を

脅
か
す
消
費
者
問
題
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

国
は
今
秋
に
も
『
消
費
者
庁
』
を
発
足
さ
せ

る
予
定
で
あ
り
、
消
費
者
側
に
立
っ
た
初
の

行
政
機
関
の
誕
生
と
い
う
こ
と
で
、
各
方
面

か
ら
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
、
地
方
と
国
が
連
携
し
、
消
費
者
問
題

に
つ
い
て
積
極
的
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
８
月
１
日
よ
り
、
す
べ
て
の
開

庁
日
に
消
費
生
活
相
談
を
開
設
し
ま
す
。
相

談
窓
口
の
機
能
を
強
化
し
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
問
題
解
決
の
た
め
の
助
言
や
あ
っ
せ
ん
な

ど
を
円
滑
に
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

①甘い言葉を信用しない
　うますぎる話には裏があると考え、即決や
　即答は避けましょう
②自分の意志をはっきり示す
　断るときの中途半端な態度は危険です。　
　はっきり「Ｎｏ」の意思を言葉にしましょう
③脅し、すかしに屈しない
　悪質業者はわざとあなたの不安をあおりま
　す。冷静に対処しましょう
④契約内容は書面で確認
　業者の説明した内容などが、契約書面に記
　載されているかを必ず確認しましょう
⑤自分ひとりで悩まない
　おかしいと思ったら、家族や最寄りの消費
　生活相談窓口、警察などに相談しましょう
⑥インターネット利用は慎重に
　個人情報の管理を重視し、安易に暗証番号
　などを送信しないようにしましょう
⑦だまされても泣き寝入りしない
　泣き寝入りは問題の解決にならないだけで
　なく、新たな二次被害を招きます

悪徳商法

　消費者トラブルに巻き込まれないために、
次のことに注意しましょう。

撃退の７か条 !

9 2009.8 82009.8



インフォメーション･伊万里 インフォメーション･伊万里 インフォメーション･伊万里 

※
電
子
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
jpg
形

　

式
ま
た
は
gif
形
式
で
、
５
０
０

　

kb
以
下
に
限
り
ま
す

◆
応
募
規
定

▽
未
発
表
作
品
に
限
り
ま
す

▽
入
賞
作
品
の
著
作
権
・
使
用
権

　

は
、
伊
万
里
市
防
火
協
会
と
市

　

消
防
本
部
に
帰
属
し
ま
す

▽
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

◆
応
募
締
切　

９
月
30
日(

水)　

　

当
日
消
印
有
効

◆
賞　

品　

伊
万
里
焼
ほ
か

◆
応
募
・
問
合
先　

消
防
本
部
予

　

防
課
（　

☎
㉓
２
１
１
８
）

　

新
し
く
誕
生
し
た
伊
万
里
産
佐

賀
牛
（
伊
万
里
牛
）
の
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
名
前
を
募
集

し
ま
す
。
今
後
は
、
安
全
で
高
品

質
な
伊
万
里
牛
の
魅
力
を
幅
広
く

Ｐ
Ｒ
し
、
ブ
ラ
ン
ド
力
を
さ
ら
に

高
め
て
い
き
ま
す
。

◆
応
募
方
法　

次
の
事
項
を
記
載

　

の
う
え
、
郵
便
ハ
ガ
キ
ま
た
は

　

電
子
メ
ー
ル
で
送
付
し
て
く
だ

　

さ
い
（
フ
ァ
ッ
ク
ス
不
可
）

①
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

　

名
前
と
簡
単
な
説
明

②
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年

　

伊
万
里
市
防
火
協
会
と
市
消

防
本
部
で
は
、
昨
年
誕
生
し
た

『
キ
ュ
ー
ト
く
ん
』
と
と
も
に
、
防

火
の
た
め
に
頑
張
っ
て
く
れ
る
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
ロ
ゴ

マ
ー
ク
を
募
集
し
ま
す
。

◆
応
募
方
法　

Ａ
４
判
用
紙
に
次

　

の
事
項
を
記
載
し
、
郵
送
ま
た

　

は
電
子
メ
ー
ル
で
送
付
し
て
く

　

だ
さ
い
。（
フ
ァ
ッ
ク
ス
不
可
）

【
表
面
】
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
図
案
、
ロ

　

ゴ
マ
ー
ク
図
案
（
ど
ち
ら
か
一

　

方
で
も
可
）

【
裏
面
】
作
品
の
説
明
、
住
所
、
氏

　

名
（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番
号

　

齢
、
電
話
番
号

◆
応
募
規
定

▽
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す

▽
採
用
さ
れ
た
名
前
の
商
標
権
お

　

よ
び
使
用
権
は
、
伊
万
里
市
に

　

帰
属
し
ま
す

◆
応
募
締
切　

８
月
28
日
（
金
）　

　

当
日
消
印
有
効

◆
審
査
・
発
表　

審
査
の
結
果
は
、

　

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

　

を
通
じ
て
公
表
し
ま
す
。

◆
賞　

品　

伊
万
里
牛
の
霜
降
り
肉

◆
応
募
・
問
合
先　

伊
万
里
牛
課

（　

☎
㉓
２
９
３
７
）

ロゴマークの例

防火キャラクター
『キュートくん』 ぼ

く
の

と
も
だ
ち
を

考
え
て
ね
！

●出身：佐賀県伊万里市産
●年齢：２歳の女の子♪

わ
た
し
に

ぴ
っ
た
り
の

名
前
を

つ
け
て
ね
！

●身長：175 ㌢前後

●体重：ひみつ♡

●好きな食べ物：安全な配合飼料のほか、
　梅、梨、アスパラ、黒米、きゅうりなど
　伊万里産の農産物全般♡

●夢：アイドルに
　なって伊万里牛
　を全国へＰＲ

※採用した作品は、伊万
　里市防火協会、市消防
　本部発行の各種出版物
　やステッカー、人形な
　どに使用します。

？

　

風ふ
う
こ
う
め
い
び

光
明
媚
な
大
平
山
の
山
頂

で
、
美
味
し
い
伊
万
里
牛
の
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
み
な
が
ら
、
日

ご
ろ
の
思
い
を
腹
の
底
か
ら
お
ら

ん
で
（
叫
ん
で
）
す
っ
き
り
し
た

気
分
に
な
り
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん

の
中
か
ら
『
大
声
大
賞
』
を
選
び
、

表
彰
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
伊
万

里
牛
や
採
れ
た
て
の
新
米
な
ど
が

当
た
る
抽
選
会
な
ど
も
行
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日　

時　

９
月
19
日
（
土
）

午
前
10
時
〜

◆
会　

場　

玄
海
国
定
公
園
大
平
山

◆
内　

容　

①
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大

会
、
②
お
ら
ぼ
う
大
会
、
③
お

楽
し
み
抽
選
会

◆
参
加
料　

１
人
２
５
０
０
円　

　
（
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
セ
ッ
ト
代
）

◆
募
集
人
数　

先
着
200
人

※
こ
の
中
か
ら
、
お
ら
ぼ
う
大
会

　

へ
の
参
加
者
100
人
程
度
を
募
集

※
②
③
の
み
の
参
加
は
不
可

◆
申
込
締
切　

８
月
31
日
（
月
）

◆
申
込
・
問
合
先　

伊
万
里
牛
課

（　

☎
㉓
２
９
３
７
）

　

Ｊ
Ａ
伊
万
里
黒
川
支
所

（
☎
㉗
２
１
５
１
）

募
集
中

N
am

in
g

C
h
aracter&

lo
go

防
火
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
＆

　
　
　
　
　

 

ロ
ゴ
マ
ー
ク

伊
万
里
牛

マ
ス
コ
ッ
ト
ガ
ー
ル
の

ネ
ー
ミ
ン
グ

参
加
者
募
集

『
伊
万
里
牛
喰
う
て　

 

お
ら
ぼ
う
in
大
平
山
』

市
制
施
行
55
周
年
記
念
事
業
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伊万里の明日を担う市職員募集！

※その他、詳細は『伊万里市職員採用試験案内』をご覧ください

■受付期間
　８月３日（月）〜 20 日（木）
　（郵送の場合は 20 日の消印のある
　ものまで有効）
■受付時間
　午前８時 30 分〜午後５時 15 分
　（土・日除く）
■一次試験日　９月 20 日（日）
■試験会場　伊万里市民センター
■申込・問合先
　〒 848-8501
　伊万里市立花町１３５５番地１
　伊万里市役所　総務課職員係

（　 ☎㉓２１２７）

■申込書・試験案内の請求
○８月３日以降に総務課で配布します
○郵送での請求は、封筒に『職員採用試
　験申込書請求』と朱書きし、120 円切
　手を貼った宛先明記の返信用封筒（A ４
　サイズ）を同封のこと
○伊万里市のホームページから様式をダ
　ウンロードできます（８月１日以降）
■一次試験の内容
○一般事務Ａ　
　短期大学卒業程度の教養試験
○一般事務Ａ、土木Ｂ以外
　高等学校卒業程度の教養試験
※土木Ａは専門試験があります
※土木Ｂ（社会人枠）・・民間企業など
　での専門的な職務経験などを勘案した
　書類審査を一次試験とします

■採用試験区分・採用予定人数・受験資格

　

南
波
多
町
の
自

治
防
災
会
（
14
行

政
区
）
が
災
害
時

の
人
命
救
助
な
ど

に
活
用
す
る
た
め

に
、
水
防
用
の
資

機
材
の
整
備
を
行

い
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
財
団
法
人
自

治
総
合
セ
ン
タ
ー

が
実
施
す
る
『
宝

く
じ
助
成
金
』（
自
主
防
災
組
織
育
成
助
成
事
業
）

を
利
用
し
て
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　

６
月
30
日
に
は
、
各
自
治
防
災
会
の
委
員
や
地

元
の
消
防
団
員
の
皆
さ
ん
が
集
ま
り
、
資
機
材
の

操
作
説
明
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
説

明
内
容
を
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
資
機
材
は
、

南
波
多
公
民
館
内
に
新
た

に
設
置
さ
れ
た
倉
庫
に
収

納
し
て
お
り
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
備
え
て
活
用
し

ま
す
。

● 

問
合
先　

建
設
部
監
理
室

　
　
　
　
（　

☎
㉓
２
１
２
１
）

 

水
防
用
の

 　

  

資
機
材
を
整
備

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て

↑資機材の操作説明を受ける参加者

↑新設の資機材用倉庫

伊万里は
　あなたを
　　必要としています

試験区分 予定人数 年齢制限 その他の受験資格

一般事務Ａ ５名程度
昭和 57 年４月２日か
ら平成２年４月１日ま
でに生まれた人

学歴は問いません
下記の住所要件のいずれかに該当する
こと
①平成 21 年４月１日現在、伊万里市に
　住民登録をし、引き続き居住してい
　る人
②伊万里市に居住していた人で、当時
　生計を同じくしていた２親等以内の
　親族（①に該当）を残し、市外に居
　住している人　（学生、U ターン希望
　者など）

一般事務Ｂ 若干名
平成２年４月２日から
平成４年４月１日まで
に生まれた人

学歴は問いません

土木Ａ 若干名
昭和 57 年４月２日か
ら平成４年４月１日ま
でに生まれた人

学歴は問いません

土木Ｂ

（社会人枠）
若干名 昭和 54 年４月２日以降

に生まれた人

民間企業など（国、地方公
共団体含む）で、土木工事
などの設計、施工管理など
の業務経験が平成 21 年 7
月末現在通算して５年以上
ある人

臨床検査
技師

若干名 昭和 44 年４月２日以
降に生まれた人

臨床検査技師の免許取得者
または平成 22 年４月 30 日
までに免許取得見込みの人

※臨床検査技師については、住所要件
　はありません

インフォメーション･伊万里 インフォメーション･伊万里 インフォメーション･伊万里 
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『
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
温
暖
化
』
と

い
う
テ
ー
マ
は
、
地
球
で
暮
ら
す

私
た
ち
の
共
通
の
課
題
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
地
球
で
起
き
て
い
る

異
常
現
象
は
、
物
質
的
な
豊
か
さ

を
求
め
て
き
た
生
活
の
つ
け
で
あ

り
見
直
し
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
『
ク
リ
ー
ン
の
環
』
の

活
動
は
、「
生
ご
み
を
宝
に
」
と

始
め
ら
れ
た
伊
万
里
は
ち
が
め
プ

ラ
ン
の
提
案
に
協
力
す
る
こ
と
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
生
ご
み

を
燃
や
さ
ず
に
生
か
す
と
い
う
取

り
組
み
は
、
家
庭
か
ら
温
暖
化
を

考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
ま

す
。
今
で
は
、
ご
み
へ
の
関
心
を

持
つ
仲
間
と
共
に
次
世
代
に
少
し

で
も
よ
い
環
境
を
手
渡
せ
る
よ
う

に
、
一
人
ひ
と
り
に
で
き
る
エ
コ

活
動
に
取
り
組
み
な
が
ら
勉
強
会

や
先
進
地
の
視
察
研
修
な
ど
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

な
か
で
も
今
年
６
月
、
環
境
モ

デ
ル
都
市
に
指
定
さ
れ
て
い
る
熊

本
県
水
俣
市
の
研
修
で
は
、
負
の

遺
産
を
見
事
に
環
境
活
動
に
生
か

し
た
市
民
の
意
識
の
高
さ
や
リ
サ

イ
ク
ル
還
元
金
の
多
さ
な
ど
に
驚

き
ま
し
た
。

　

現
在
、
伊
万
里
市
を
含
む
４
市

５
町
の
広
域
の
大
型
ご
み
処
理
施

設
の
建
設
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
ど
の
よ
う
な
分
別
処
理
方
法

に
な
る
の
か
大
変
気
に
な
り
ま

す
。
私
た
ち
の
次
世
代
の
た
め
に

も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
と
な

る
よ
う
意
識
を
高
め
合
い
、
資
源

を
大
切
に
生
か
す
方
向
で
考
え
る

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

エ
コ
活
動
と
言
え
ば
、
市
民
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
『
い
ま
り
』
を
通
じ

て
、
こ
の
素
晴
し
い
ふ
る
さ
と
伊

万
里
を
守
ろ
う
と
頑
張
っ
て
お
ら

れ
る
方
々
を
知
り
、
私
た
ち
も
大

変
刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

自
然
環
境
を
守
る
活
動
だ
け
で
な

く
、
文
化
面
や
福
祉
面
で
の
活
動

な
ど
、
ど
れ
も
住
み
よ
い
伊
万
里

の
環
境
づ
く
り
で
は
共
通
し
、
共

感
し
合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
年
の
夏
は
、『
緑
の
カ
ー
テ

ン
』
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
ゴ
ー
ヤ
を
使
っ
た
エ
コ
ネ
ッ

ト
の
広
が
り
を
楽
し
み
な
が
ら
、

環
境
の
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
民
活

動
団
体
・
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
『
い

ま
り
』
の
会
員
の
皆
さ
ん
の
目
を

通
し
た
、
身
近
な
気
に
な
る
ニ
ュ
ー

ス
を
取
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。クリーンの環会員

松尾 加代子 さん

エ
コ
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

住
み
よ
い
伊
万
里
を
め
ざ
し
て

　　

今
回
の
市
民
リ
ポ
ー
タ
ー
は
、

地
域
の
環
境
保
護
に
取
り
組
ん
で

い
る
『
ク
リ
ー
ン
の
環わ

』
で
す
。

リ
ポ
ー
タ
ー
紹
介

　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

    　

 

市
民
リ
ポ
ー
タ
ー

 
キ
ャ
ッ
チ
・
ザ
・
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

Ｎ

●
問
合
先

　

男
女
協
働
・
ま
ち
づ
く
り
課

（
☎
㉓
２
１
１
５
）

↑市民図書館で実施中の『緑
のカーテン』

　　

百
年
に
一
度
の
不
況
と
、
世

界
的
に
も
国
内
で
も
先
行
き
不

透
明
な
時
代
に
突
入
し
て
い
ま

す
。
伊
万
里
市
で
は
、

こ
こ
数
年
、
工
業
団

地
が
完
売
す
る
な
ど

企
業
進
出
が
相
次
ぎ
、

雇
用
の
確
保
や
市
内

経
済
の
波
及
効
果
を

も
た
ら
す
な
ど
、
明

る
い
話
題
が
目
立
ち

ま
す
が
、
不
況
の
波

の
影
響
が
心
配
で
す
。

　

私
は
、
市
長
と
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
喜

怒
哀
楽
を
感
じ
て
い

ま
す
。
な
か
で
も
一

番
の
喜
び
を
実
感
す

る
と
き
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
安
心
し
て

働
く
場
を
確
保
で
き

る
、
進
出
企
業
と
の
調
印
の
瞬

間
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
最
近
で
は
、
団

塊
世
代
の
大
量
退
職
が
本
格
化

し
ま
し
た
。
伊
万
里
市
役
所
の

職
員
に
つ
い
て
も
、
今
年
か
ら

３
年
間
で
46
名
が
退
職
す
る
予

定
で
あ
り
、
そ
の
補
充
と
し
て
、

約
６
割
の
職
員
数
を
採
用
し
て

い
く
計
画
で
す
。

　

そ
こ
で
、
平
成
20
年
度
の
採

用
試
験
か
ら
、
新
た
に
社
会
人

枠
を
設
け
た
ほ
か
、

高
卒
者
が
受
験
し
や

す
い
試
験
区
分
を
用

意
す
る
な
ど
、
多
く

の
優
れ
た
人
材
を
確

保
す
る
工
夫
を
行
い

ま
し
た
。
お
か
げ
で
、

本
市
出
身
者
や
市
内

在
住
の
優
秀
な
若
手

職
員
を
採
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
高
卒
者

へ
の
門
戸
を
開
い
て

い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
実
際
に
応
募
し

た
高
校
生
は
２
名
し

か
お
ら
ず
、
こ
れ
は

意
外
で
し
た
。

　

来
年
度
の
職
員
採
用
の
募
集

時
期
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
か

皆
さ
ん
、
伊
万
里
市
の
向
上
と

発
展
の
た
め
に
、
行
政
マ
ン
と

し
て
働
く
意
欲
の
あ
る
人
は
、

ぜ
ひ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

伊万里市長 　塚部 芳和

市
職
員
採
用
試
験
に

　
　
　
　

 

ご
応
募
を市長雑感
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５
月
に
東
京
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
た
『
第
22
回
日
本
民
謡

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
９
』
に

お
い
て
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た

脇
田
町
（
有
田
工
業
高
校
２
年
）

の
力
武
杏あ

ん
な奈
さ
ん
に
『
伊
万
里
市

民
賞
』
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
12
日
に
開
か
れ
た
受
賞
祝

賀
会
の
席
上
、
伊
万
里
市
民
賞
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
、
塚
部
市
長
か

ら
伊
万
里
焼
の
陶
板
を
埋
め
込
ん

だ
市
民
賞
の
盾
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

祖
母
の
影
響
を
受
け
て
５
歳
か

ら
民
謡
を
始
め
た
力
武
さ
ん
は
、

優
れ
た
歌
唱
力
と
感
性
あ
ふ
れ
る

表
現
力
で
注
目
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
た
び
、
民
謡
界
で
最
も

権
威
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
同
大
会

で
、
史
上
最
年
少
で
グ
ラ
ン
プ
リ

を
受
賞
し
、
多
く
の
市
民
に
夢
と

感
動
を
与
え
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
で
塚
部
市
長
は
「
新
し

い
ス
タ
ー
の
誕
生
を
喜
ん
で
い
ま

す
。
今
後
の
活
躍
を
期
待
し
な
が

ら
応
援
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

力
武
さ
ん
は
「
皆
さ
ん
の
お
か
げ

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
一
生
懸
命
に

稽
古
を
重
ね
て
い
き
ま
す
」
と
受

賞
の
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
力
武
さ
ん
の
民
謡
の
師

匠
で
あ
る
渕

ふ
ち
え
い
し
ょ
う

英
詔
さ
ん
に
も
、
卓

越
し
た
指
導
力
に
よ
り
力
武
さ
ん

の
才
能
を
開
花
さ
せ
、
伊
万
里
市

の
名
声
を
高
め
た
と
し
て
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

民
謡
日
本
一
の

 
力
武
杏
奈
さ
ん
へ

　

『
伊
万
里
市
民
賞
』
を
贈
呈

↑受賞祝賀会会場で、塚部市長（左）より『伊万里市民賞』の盾を贈
呈され、喜びの表情の力武杏奈さん（右）

↑『佐賀タンス長持唄』
を披露する力武さん

↑渕さん（右）へ塚部市長よ
り感謝状を贈呈

〜
文
化
面
で
初
〜

　市では、３月末に定額給付金

の申請書を全世帯に郵送し、４

月 11 日から受付を開始して、順

次、給付金を給付しています。

　申請が済んでいない人は、早

めに手続きをお願いします。

　受付場所や持参するものなど

については、下記までお問い合

せください。

● 問合先　企画政策課

　　　　　（　☎㉓２１２４）

もう済みましたか？

定額給付金の手続き　市では、緊急経済対策として、市内中小企業の資金調達の円滑化を図るため、７

月より中小企業振興資金貸付制度の拡充を行っています。概要は次のとおりです。

● 対　象　市内に事業所を有し、同一事業を１年以上引き続き営んでいる中小

　企業者（市税を完納していることが条件です）

● 資金使途　運転資金、設備資金

● 貸付利率　年 2.4％

● 申込先　伊万里商工会議所（☎㉒３１１１）

※貸付窓口は、市内取扱金融機関

改正前 改正後

貸　付
限度額

運転資金　800 万円

設備資金　1,000 万円

併用の場合　1,000 万円

1,000 万円
※平成 21 年７月１日から平成 24 年３

月 31 日までは、併用の場合は 2,000
万円（それぞれの資金は限度額の範
囲内）とします

貸　付
期　間

７年以内
運転資金　７年以内
設備資金　10 年以内

● 問合先　商工観光課（　☎㉓２１１０）

利用しやすく
なりました！

『中小企業振興資金貸付制度』を拡充

インフォメーション･伊万里 インフォメーション･伊万里 インフォメーション･伊万里 

　 定額給付金の申請期限
　 平成 21 年 10 月 13 日（火）
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盆
は
、
お
お
よ
そ
旧
暦
７
月

13
日
か
ら
15
日
の
行
事
で
す
。

明
治
時
代
に
新
暦
が
採
用
さ
れ

た
の
で
、
現
代
で
は
、『
７
月

盆
』
と
『
８
月
盆
』

の
地
域
が
あ
り

ま
す
。

　

か
つ
て
、
伊

万
里
町
で
は
８

月
12
日
夕
方
、

駅
通
り
の
両
側

に
、
花
筒
竹
や

精
霊
菰こ

も

、
花
し

ば
、
盆
菓
子
、

果
物
、
花
な
ど
の
盆
用
品
を
商

う
『
竹
市
』
が
立
ち
、
市い

ち
か
ぜ風
に

吹
か
れ
に
き
た
人
び
と
で
賑に

ぎ

わ

い
ま
し
た
。

　

13
日
に
は
先
祖
の
墓
前
で
松

を
焼
き
、
花
を
供
え
て
先
祖
の

精
霊
を
迎
え
ま
し
た
。
現
代
で

は
、
13
日
夕
方
に
縁
先
へ
提

ち
ょ
う
ち
ん灯

を
吊つ

る
し
て
精
霊
迎
え
と
す
る

こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
浄
土
真
宗
門

徒
以
外
の
家
で
は
座
敷
に
棚
を

設
け
菰
を
敷
き
、
そ
の
上
に

位い
は
い牌

を
安
置
し

て
菓
子
や
果
物

を
供
え
ま
す
。

お
膳ぜ

ん

に
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
精
進

料
理
を
供
え
、

先
祖
の
精
霊
を

ま
つ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
15

日
夕
方
、
先
祖

の
精
霊
を
送
る
、
送
り
火
を
た

き
ま
し
た
。
現
代
の
伊
万
里
町

や
波
多
津
町
浦
で
は
精
霊
船
を

流
し
て
先
祖
の
精
霊
を
送
り
ま

す
。
花
火
や
爆
竹
で
賑
や
か
な

の
は
、
長
崎
県
の
精
霊
流
し
の

影
響
で
し
ょ
う
。
こ
の
ほ
か
に

も
市
内
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
盆

行
事
が
あ
り
ま
す
。

　

盆

〜 

先
祖
の
精

し
ょ
う
り
ょ
う
霊
を
迎
え
、
ま
つ
り
、
送
る
行
事 

〜

　
　
　

伝
統
の
祭
り
や
行
事 

⑧

◆
問
合
先　

生
涯
学
習
課

　
　
　
（
☎
㉓
３
１
８
６
）

伊
万
里
市
男
女
恊
働
参
画
懇
話
会　

い
ま
り
プ
ラ
ザ

　

い
ま
大
切
な
も
の
、
そ
れ
は
『
き
・
ず
・
な
』

　

苦
し
い
時
、
悲
し
い
時
、
こ
の

世
で
一
番
の
心
の
支
え
に
な
っ
て

く
れ
る
の
は
家
族
で
す
。

　

先
日
、『
松
本
サ
リ
ン
事
件
』
の

冤え
ん
ざ
い罪
被
害
者
、
河
野
義
行
さ
ん
の

話
を
聞
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

世
間
の
思
い
込
み
に
よ
る
一
家
へ

の
す
さ
ま
じ
い
仕
打
ち
の
中
で
、

く
じ
け
ず
に
強
い
意
志
の
も
と
、

敢
然
と
自
分
の
主
張
を
貫
く
こ
と

が
で
き
た
の
は
、
家
族
の
『
心
の

つ
な
が
り
』
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
話
し
か
け
て

も
何
ら
反
応
の
な
い
妻
、
澄
子
さ

ん
で
し
た
が
、
た
だ
生
き
て
い
て

く
れ
る
こ
と
、
息
を
し
て
い
て
く

れ
る
こ
と
だ
け
で
も
家
族
み
ん
な

の
心
の
支
え
に
な
り
、
幸
せ
だ
っ

た
と
切
々
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
に
内
閣
府
が
実
施
し

た
『
高
齢
者
の
生
活
実
態
等
に
関

す
る
意
識
調
査
』
に
よ
る
と
、
約

７
割
の
人
が
「
将
来
に
対
し
て
不

安
を
感
じ
る
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

不
安
の
一
番
は
、
い
ず
れ
の
世
帯

で
も
「
自
分
や
配
偶
者
が
病
気
に

な
っ
た
り
、
介
護
が
必
要
に
な
る

こ
と
」
で
あ
り
、
夫
婦
の
み
・
一

般
世
帯
に
比
べ
、
一
人
暮
ら
し
世

帯
で
は
「
頼
れ
る
人
が
い
な
く
な

っ
た
り
す
る
こ
と
」
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
高
齢
者
の
不
安
を

な
く
し
、
高
齢
化
社
会
を
豊
か
で

活
力
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に

は
、
介
護
保
険
制
度
や
健
康
審
査
・

健
康
相
談
な
ど
の
環
境
整
備
の
充

実
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

い
ま
最
も
大
事
な
こ
と
は
、
家

族
や
友
人
な
ど
親
し
い
人
た
ち
と

の
『
き
・
ず
・
な
』、
そ
し
て
地
域
全

体
で
見
守
り
支
え
合
う
社
会
全
体

の
『
き
・
ず
・
な
』
を
よ
り
深
め
合

う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
で
開
館
14
周
年
を
迎
え
た

市
民
図
書
館
の
誕
生
日
を
祝
う

『
第
14
回
図
書
館
☆
（
ほ
し
）
ま
つ

り
』
が
７
月
11
日
、
12
日
の
２
日

間
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
伊
万
里
中
学
校
の
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
演
奏
が
行
わ
れ
、
会
場
の
雰

囲
気
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、

『
い
す
の
木
合
唱
団
』
に
よ
る
コ
ー

ラ
ス
や
自
転
車
紙
芝
居
な
ど
、
図

書
館
を
拠
点
に
活
動
す
る
サ
ー
ク

ル
を
含
め
、
20
以
上
の
団
体
の
参

加
に
よ
り
、
バ
ザ
ー
や
展
示
会
な

ど
多
彩
な
催
し
が
行
わ
れ
、
た
く

さ
ん
の
親
子
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

↑伊万里中学校による力強いブラスバ
ンド演奏

↑熱唱する『いすの木合唱団』 ↑子どもに人気の自転車紙芝居

14 歳の誕生日を祝いました
図書館☆

ほし

まつり

13
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　栄町区で、65 歳以上の独居老人宅への住宅用火災報知

器の取り付けが行われました。これは市内で初めて、地区

の住民自らが高齢者への支援ネットワークを作り、高齢化

に対応した独自の地域づくりをめざす『栄町地域づくり会』

の支えあい活動の第１弾。この日、火災の防止や悪徳業者

による被害防止などを目的に、17 世帯に設置しました。

↑単身の老人宅で火災報知器を取り付ける栄町地域づくり会の会員

　　　大坪地区で火災報知器取付ボランティア高齢化を地域全体で『支えあい』

　地域住民の皆さんと塚部市長が、地域の課題などについ

て意見交換を行う『第６回よか村づくり座談会』が、南波

多町の重橋公民館で行われました。この日は、重橋地区の

ほぼ全世帯 30 人が出席。市の農業振興策や雇用対策、西

九州自動車道開通後の地域の活性化策など、地域に密着し

た課題について塚部市長と共
とも

に解決策を語り合いました。

↓塚部市長の説明を真剣な表情で聞く重橋地区の皆さん

　　　第６回よか村づくり座談会重 橋地区の課題を市長と意見交換

　風鈴まつり開催中の大川内山で６月 20 日

に続き今年２回目となる『碗琴コンサート』

が行われました。この日は、コンサート会場

の伊万里鍋島焼会館前広場や窯元の店先など

に 3000 個のボシ（耐火レンガ製容器）が所

狭しと並べられ、火が灯されました。ボシ灯

ろうによる幻想的な光の空間に包まれる中、

有田町の筒井孝司さんが奏でる碗琴の涼しげ

な音色が響き、市内外から訪れた多くの見物

客が夏の夜の『音』と『光』を楽しみました。

　　　大川内山で風鈴まつり開催ロマンチックな空間が出現

↓数々のゆらめくボシ灯ろうの幻想的な光で包まれた『秘窯の里』大川内山

まちの話題

みんなの広場

7.15

7.18

7.5



　認知症を正しく理解し、支援する『認知症サポーター養

成講座』が市内銀行の行員 31 人を対象に行われました。

これは、認知症の人とその家族の会『ひまわり会』と地域

包括支援センターが合同で推進しているもので、企業向け

の講座開催は初めて。受講者は、認知症の症状や対応事例

を学び、さりげない支援の重要性を実感していました。

↓窓口で認知症の人が困っている場面を想定し支援法を学びました

　　　認知症サポーター養成講座尊 厳ある暮らしは正しい理解から

15 2009.8

↑横断幕を持って駅前をパレードする前田副市長ら（左から３番目）

　市内中心街で第 59 回社会を明るくする運動の啓発パレ

ードが行われました。これは、犯罪や非行の防止と罪を犯

した人たちの改善更正について理解を深め、犯罪や非行の

ない地域社会を築こうとする運動です。パレードには、保

護司や行政関係者のほか保育園児ら 200 人が参加。沿道

の市民に啓発のうちわを配りながら、約２㌔を歩きました。

　　　『第 59 回社会を明るくする運動』パレード犯 罪や非行のない地域づくりへ

　消防本部で『防火七夕』の飾り付けがありました。これ

は、花火を楽しむ機会が増える夏の七夕にあわせ、幼少期

の防火意識の向上をめざし開催されているもので、今年は

みなみ保育園児 60 人が参加。元気よく七夕の歌を歌った

後、防火への思いや願い事を書いた短冊を笹に飾りつけ、

園児たちは｢火遊びは絶対にしません｣と誓いあいました。

↑思い思いの願い事を書いた短冊を笹に飾りつけるみなみ保育園児

　　　みなみ保育園児が消防本部で七夕飾り付け火の用心、願いを込め『防火七夕』

　黒澤明記念館サテライトスタジオの『ふるさと薬膳 旬』

で、開館 10 周年を記念して、黒澤映画にちなんだ特別料

理『サムライ御膳』が新登場。御膳は、監督が好きだった

鰹
かつおぶし

節を使った『ねこまんま』やコロッケ、地元の夏野菜を

使ったサラダ、兜
かぶとに

煮など 16 品。この日は、無料上映会な

ども行われ、訪れた来場者は黒澤ワールドを堪能しました。

↓旬の素材にこだわった『サムライ御膳』に舌鼓をうつ来場者たち

　　　黒澤明記念館サテライトスタジオ 10 周年記念サ ムライ御膳で祝う開館 10 周年

ＭＩＮ

ＨＩＲＯ
みんなの広場 このコーナーでは、あなたの周りの身近な出来事

や話題を待っています。市役所情報広報課広報係
までご連絡ください。（☎㉓４３１３広報係直通）

7.16

7.3

7.4

7.11
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使
ひ
切
る
雨
の
弾
丸
夕
立
去
る

今
様
の
住
ま
ひ
好
み
て
容
赦
な
く

　

古
き
を
捨
つ
る
は
時
流
な
ら
む
か

山
代
町
楠
久

萩
原　

豊
彦

森　

幸
子

東
山
代
町
天
神

百
寿
メ
ダ
ル
贈
呈

百
寿
メ
ダ
ル
贈
呈

い
つ
ま
で
も 

お
元
気
で

栗田 スミ子 さん（大川町川西）
６月 29 日贈呈（105 番目）

ゴ
の
種
苗
約
１
０
０
０
匹
、
車
エ

ビ
の
稚
エ
ビ
約
500
匹
を
放
流
し
た

あ
と
、
海
に
飛
び
込
み
、
元
気
に

水
し
ぶ
き
を
上
げ
て
初
泳
ぎ
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

イ
マ
リ
ン
ビ
ー
チ
は
８
月
20
日

ま
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
な
お
、
施
設
の
利
用
料
金
、

連
絡
先
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
休
憩
施
設

　

１
０
０
０
円
/
区
画
（
約
１
坪
）

◇
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー　

200
円

◇
シ
ャ
ワ
ー　

200
円
/
３
分

◇
連
絡
先　

管
理
事
務
所

（
☎
０
８
０ 

６
４
０
５ 

１
０
４
３
）

　

７
月
４
日
に
黒
川
町
の
イ
マ
リ

ン
ビ
ー
チ
で
海
開
き
が
あ
り
ま
し

た
。
は
じ
め
に
海
開
き
に
先
立
ち
、

シ
ー
ズ
ン
中
の
安
全
祈
願
や
『
青

バ
イ
隊
』
の
水
難
救
助
活
動
の
披

露
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
波
多
津
保
育
園
、
た

ん
ぽ
ぽ
保
育
園
、
黒
川
幼
稚
園
、

波
多
津
東
幼
稚
園
児
130
人
が
カ
サ

中野 フヂエ さん（山代町峰）
７月２日贈呈（106 番目）

　

め
で
た
く
百
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
ら
れ
た
市
内
の
２
人
の
高
齢
者

を
塚
部
市
長
が
訪
問
し
、
記
念
品

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

６
月
29
日
、
栗
田
ス

ミ
子
さ
ん
（
大
川
町
川

西
）
に
、
塚
部
市
長
か

ら
105
番
目
と
な
る
百
寿

メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ス
ミ
子
さ
ん
は
、
耳
が
少
し
遠

い
ほ
か
は
お
元
気
そ
の
も
の
。
長

年
、
教
師
と
し
て
教
壇
に
立
っ
て

い
た
と
い
う
ス
ミ
子
さ
ん
の
趣
味

は
、
日
記
と
読
書
。
94
歳
ご
ろ
ま

で
毎
日
か
か
さ
ず
日
記
を
書
き
、

推
理
小
説
を
読
ん
で
い
た
と
の
こ

と
で
し
た
。
長
生
き
の
秘
訣
は「
何

で
も
好
き
嫌
い
な
く
食
べ
る
こ

と
」
と
穏
や
か
に
語
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
塚
部
市
長
か
ら
記
念
の

プ
レ
ー
ト
が
読
み
上
げ
ら
れ
る
と

「
夢
み
た
い
」
と
満
面
の
笑
み
で
答

え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

７
月
２
日
に
は
、
塚
部
市
長
か

ら
106
番
目
と
な
る
百
寿
メ
ダ
ル
が

中
野
フ
ヂ
エ
さ
ん
（
山
代
町
峰
）

に
贈
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
、
入
院

中
で
ベ
ッ
ド
の
上
で
過
ご
す
こ
と

が
多
い
フ
ヂ
エ
さ
ん
の
大
好
物
は

苺い
ち
ごの
飴
。
長
年
、
農
業
に
従
事
し

て
こ
ら
れ
た
フ
ヂ
エ
さ
ん
の
長
生

き
の
秘
訣
は
「
感
謝
す
る
気
持
ち

を
忘
れ
な
い
こ
と
と
苺
の
飴
」
と

語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
塚
部
市

長
か
ら
百
寿
メ
ダ
ル
を
首
に
か
け

て
も
ら
う
と
、
う
れ
し
涙
を
流
し

な
が
ら
静
か
に
手
を
あ
わ
せ
て
感

謝
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

夏
だ
！
海
だ
！
イ
マ
リ
ン
ビ
ー
チ
だ
！放流の様子

海はやっぱり気持ちいいね♪
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前
まえ

田
だ

 朗
あき

子
こ

さん

★
お
仕
事
は　

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
と
し
て
、
瑠
璃
光
苑
に
勤
務

し
て
11
年
に
な
り
ま
す
っ
★
笑

顔
を
大
切
に
、
明
る
く
元
気
！

を
モ
ッ
ト
ー
に
利
用
者
の
皆
さ

ん
と
接
し
て
い
ま
す

(^^)

★
趣
味
は　

ツ
ー
リ
ン
グ
で
す
ね
★

　

夢
は
、
熊
本
の
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
・

大
観
峰
に
行
き
た
い
で
す
ね
♬

★
特
技
は　

今
は
仕
事
が
忙
し
く

な
か
な
か
時
間
が
と
れ
ま
せ
ん

が
、
中
・
高
校
と
や
っ
て
い
た

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
で
す
♬
（
ジ
ャ

パ
ン
カ
ッ
プ
で
は
ベ
ス
ト
８
！
）

★
好
き
な
男
性
の
タ
イ
プ
は

　

一
緒
に
お
酒
が
楽
し
く
飲
め
て
、

包
容
力
と
思
い
や
り
の
あ
る
彼

氏
が
で
き
る
と
い
い
な
ぁ
♥

★二里町川東

★やぎ座・Ｂ型
　

わ
た
し
は
、
お
兄
ち
ゃ
ん
と
大

の
仲
良
し
で
、
お
ま
ま
ご
と
が

大
〜
す
き
♥
は
や
く
大
き
く
な
っ

て
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
の
お
手

伝
い
を
た
〜
く
さ
ん
し
た
い
で
す

★
夏
と
い
え
ば
東
八
谷
搦
の
夏
祭

り
！
は
や
く
こ
な
い
か
な
ぁ

(^^)

前
まえ

田
だ

 華
か

歩
ほ

さん

　

い
つ
も
元
気
で
、
気
配
り
が
上

手
な
華
歩
ち
ゃ
ん
♥
こ
れ
か
ら
も

み
ん
な
と
仲
良
く
、
思
い
や
り
の

あ
る
女
の
子
に
な
っ
て
ね
♬

★勉
つとむ

・里
り

奈
な

さんの長女

★二里町東八谷搦

(　  )２歳
７か月

17

(31 歳)

  

ご
存
知
で
す
か
？『
機
能
性
胃
腸
炎
』

　

 

伊
万
里
市
立
市
民
病
院 

院
長（
外
科
）
小
関
一
幸

　
『
機
能
性
胃
腸
症
』
と
聞
い
て

も
、
ど
ん
な
病
気
か
わ
か
ら
な
い

方
が
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
検
査
を
し
て

も
胃
に
癌が

ん

・
潰か

い
よ
う瘍
・

急
性
の
炎
症
な
ど
が
認
め
ら
れ
な

い
の
に
、
胃
の
も
た
れ
・
む
か
つ

き
・
痛
み
な
ど
の
つ
ら
い
症
状
が

現
れ
て
い
る
状
況
で
、
実
は
「
胃

が
疲
れ
て
い
る
、
弱
っ
て
い
る
」

と
言
わ
れ
る
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
こ

の
病
気
な
の
で
す
。

　

そ
の
主
な
原
因
は
、
食
道
や
胃

や
十
二
指
腸
（
上
部
消
化
管
）
の

運
動
機
能
の
異
常
と
い
わ
れ
て
お

り
、
そ
れ
に
食
習
慣
を
中
心
に
し

た
生
活
の
乱
れ
と
ス
ト
レ
ス
な
ど

が
加
わ
っ
て
症
状
が
あ
ら
わ
れ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
に
加
え
心
理
的
要
因
も
大
き

く
影
響
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
病
気
と
診
断
す
る
に

は
、
問
診
や
血
液
検
査
、
内
視
鏡

検
査
、
超
音
波
検
査
な
ど
の
結
果

を
診
て
他
の
病
気
が
な
い
こ
と
を

確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
治
療
は
ど
う
す
る
の
で

し
ょ
う
。
ま
ず
は
、
薬
剤
に
よ
る

治
療
が
中
心
と
な
り
ま
す
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
症
状
を
和
ら
げ
て
い
く

こ
と
を
第
一
に
考
え
て
、
薬
を
選

び
ま
す
。
低
下
し
た
胃
腸
の
運
動

機
能
を
正
常
な
状
態
に
近
づ
け
る

『
消
化
管
運
動
機
能
改
善
薬
』、
胃

を
刺
激
す
る
胃
酸
の
分
泌
を
抑
え

る
『
胃
酸
分
泌
抑
制
薬
』、
消
化
器

機
能
の
ス
ト
レ
ス
反
応
を
和
ら
げ

る
働
き
が
あ
る
『
抗
不
安
薬
』
の

い
ず
れ
か
、
ま
た
は
組
み
合
わ
せ

て
処
方
を
行
い
、
症
状
が
和
ら
げ

ば
そ
の
薬
を
継
続
し
、
も
し
効
果

が
な
け
れ
ば
、
他
の
薬
へ
の
変
更
、

あ
る
い
は
他
の
病
気
も
考
え
検
査

を
追
加
し
て
い
き
ま
す
。

　

日
常
生
活
に
お
い
て
は
何
に
気

を
つ
け
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

① 

食
習
慣
の
改
善　

　

毎
日
し
っ
か
り
朝
食
を
食
べ
、

規
則
的
に
食
事
を
と
る
こ
と
で

す
。
食
事
を
抜
く
と
、
胃
腸
の
運

動
に
変
化
が
起
こ
り
胃
酸

の
刺
激
を
う
け
や
す
く
な

り
ま
す
。
ま
た
、
早
食
い

や
ド
カ
食
い
は
、
胃
に
負
担
を
か

け
、
胃
酸
の
過
剰
分
泌
を
招
き
、
消

化
不
良
や
肥
満
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

② 
食
事
の
内
容　

　

脂
っ
こ
い
も
の
、
塩
辛
い
も
の
、

強
い
香
辛
料
、
甘
い
も
の
は
な
る

べ
く
控
え
、
焼
い
た
り
、
煮
た
り

し
て
消
化
に
良
い
状
態
で
食
べ
る

工
夫
も
大
切
で
す
。

③ 

ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

　

ス
ト
レ
ス
の
発
散
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。
充
分
な
休
養
や
睡
眠
、

運
動
な
ど
ゆ
と
り
あ
る
生
活
を
す

る
こ
と
も
重
要
で
す
。

機
能
性
胃
腸
症
と
は

規
則
正
し
い
食
習
慣
で
予
防
し
ま
し
ょ
う

 

ド
ク
タ
ー
ズ
・
ア
イ

治
療
方
法
は

●
問
合
先　

市
民
病
院
（
☎
㉓
４
１
２
１
）

　

誰
も
が
一
度
は
経
験
し
た
こ
と
が
あ
る
、
胃
の
も
た
れ
や
む
か
つ
き

な
ど
の
つ
ら
い
症
状
が
で
る
胃
腸
炎
。
今
回
は
、
な
か
で
も
機
能
性
胃

腸
炎
に
つ
い
て
、
そ
の
原
因
や
予
防
方
法
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

予
防
の
ポ
イ
ン
ト
は
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８月の市民スポーツ

８月の町民スポーツ第 11 回市民
インディアカ大会

期 日　７月３日（金）　会 場　青嶺中学校

４日（火）〜 28 日（金）
●牧島女子ナイターバレーボール大会
　午前７時 30 分開会　牧島小学校
９日（日）
●いまり川くだり親子いかだづくり大会
　午前９時 30 分開会　伊万里川河畔
15 日（土）
●山代町民球技大会
　午前８時開会　山代中学校ほか
17 日（月）〜 31 日（月）
●黒川町ナイターソフトボール大会
　午後８時開会　黒川小学校
23 日（日）
●伊万里町民ゴルフ大会
　午前８時 20 分開会　若木ゴルフ倶楽部
29 日（土）
●南波多町ナイトハイキング
　午前７時50分開会　南波多公民館ほか
30 日（日）
●大川内町民バレーボール大会
　午前８時 15 分開会　国見台体育館
●波多津町民ソフトボール大会
　午前７時 30 分開会　波多津運動
　広場ほか
●南波多町民球技大会
　午前７時 30 分開会　南波多小学校
９月６日（日）
●東山代町三世代交流

グラウンド・ゴルフ大会
　午前８時 30 分開会　東山代運動広場
●第 50 回記念山代町民体育大会
　午前８時 30 分開会　山代中学校

１日（土）
●市子ども会連合会キックベース

　ボール・ミニバレーボール大会
　午前８時20分開会　国見台球技場ほか
２日（日）
●伊万里ラジオ体操会
　午前６時 20 分開会　国見台陸上競技場
●市バスケットボール選手権大会
　午前８時 30 分開会　国見台体育館
23 日（日）
●佐賀県スポーツ少年団大会
　午前８時 30 分開会　国見台陸上競技
　場ほか（開会式：市民センター）
30 日（日）
●市協会長旗争奪ソフトボール

　　　　　　　　　秋季選手権大会
　午前８時 30 分開会　国見台球技場ほか
９月４日（金）
●市長旗争奪市民ゲートボール大会
　午前８時 30 分開会　国見台球技場

■ 

男　

子

【
50
㍍
自
由
形
】

１
位　

幸
松 

泰
斗
（
伊
万
里
中
）

２
位　

小
林 

凌
馬
（
伊
万
里
中
）

【
100
㍍
自
由
形
】

１
位　

幸
松 

泰
斗
（
伊
万
里
中
）

２
位　

山
口 

卓
也
（
伊
万
里
中
）

【
200
㍍
自
由
形
】

１
位　

小
島 　

翼
（
啓
成
中
）

【
400
㍍
自
由
形
】

１
位　

小
島 　

翼
（
啓
成
中
）

【
100
㍍
平
泳
ぎ
】

２
位　

平
山 

辰
也
（
伊
万
里
中
）

【
200
㍍
平
泳
ぎ
】

２
位　

平
山 

辰
也
（
伊
万
里
中
）

【
100
㍍
背
泳
ぎ
】

２
位　

大
久
保
貴
史
（
伊
万
里
中
）

【
100
㍍
バ
タ
フ
ラ
イ
】

１
位　

山
口 

卓
也
（
伊
万
里
中
）

【
200
㍍
個
人
メ
ド
レ
ー
】

１
位　

野
田 

康
介
（
国
見
中
）

　市内中学生のうち県大会出

場者に選考された１位・２位の

選手は、次のとおりです。

　

７
月
12
日
、
第
11
回
市
民
イ
ン

デ
ィ
ア
カ
大
会
が
国
見
台
体
育
館

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
14
チ
ー
ム
70
人
が
出

場
し
、
４
つ
の
パ
ー
ト
に
分
か
れ

て
予
選
を
行
い
、
そ
の
成
績
に
応

じ
て
決
勝
リ
ー
グ
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。
会
場
は
選
手
た
ち
の

熱
気
に
包
ま
れ
好
プ
レ
ー
が
続
出
。

得
点
を
奪
い
合
う
た
び
に
歓
声
が
あ

が
り
、大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

【
予
選
１
位
グ
ル
ー
プ
】

優　

勝　

東
山
代
Ａ

準
優
勝　

サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ブ

【
予
選
２
位
グ
ル
ー
プ
】

優　

勝　

鼬
い
た
ち
く
う喰
Ａ

準
優
勝　

Ｉ
Ｔ
松
浦
Ｂ

【
予
選
３
位
グ
ル
ー
プ
】

優　

勝　

み
な
み
Ｃ

準
優
勝　

Ｓ
Ｈ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
２

【
予
選
４
位
グ
ル
ー
プ
】

優　

勝　

東
山
代
Ｃ

準
優
勝　

鼬
喰
Ｂ

伊万里・西松浦地区　中学校水泳選考会

【
100
㍍
個
人
メ
ド
レ
ー
】

１
位　

野
田 

康
介
（
国
見
中
）

【
400
㍍
リ
レ
ー
】

１
位　

伊
万
里
中

【
400
㍍
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
】

１
位　

伊
万
里
中

■ 

女　

子

【
50
㍍
自
由
形
】

１
位　

松
永 

彩
花
（
伊
万
里
中
）

２
位　

古
川 

春
奈
（
伊
万
里
中
）

【
100
㍍
自
由
形
】

１
位　

松
永 

彩
花
（
伊
万
里
中
）

２
位　

古
川 

春
奈
（
伊
万
里
中
）

【
800
㍍
自
由
形
】

１
位　

富
永 

瑠
香
（
啓
成
中
）

【
100
㍍
平
泳
ぎ
】

１
位　

渕
上 

桃
花
（
伊
万
里
中
）

【
200
㍍
平
泳
ぎ
】

１
位　

渕
上 

桃
花
（
伊
万
里
中
）

【
100
㍍
背
泳
ぎ
】

１
位　

富
永 

瑠
香
（
啓
成
中
）

東山代 A が優勝！

↑迫力あるネット上の戦い！
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第
26
回
市
長
旗
争
奪

青
年
相
撲
大
会

　

期　

日　

７
月
12
日
（
日
）

　

会　

場　

国
見
台
相
撲
場

　

参
加
者　

団
体
８
チ
ー
ム

　
　
　
　
　

個
人
25
人

【
団
体
戦
】

優　

勝　

伊
万
里

準
優
勝　

黒
川
Ｂ

３　

位　

大
川
Ｂ

【
個
人
戦
】

優　

勝　

岩
本 

明
久
（
伊
万
里
）

準
優
勝　

田
中 

章
貴
（
フ
ラ
ン
セ
）

３　

位　

石
丸 

靖
晃
（
大
川
Ａ
）

【中学生女子 1500 ㍍】

１位　中島 麻美 　　5 分　9 秒 0　伊万里中学校

２位　岩崎 奈央 　　5 分 14 秒 7　伊万里中学校

３位　松尾 千夏 　　5 分 15 秒 0　青嶺中学校

【中学生男子 3000 ㍍】

１位　辻　 祐太　 　9 分 19 秒 0　青嶺中学校

２位　四辻 　剛　 　9 分 36 秒 0　山代中学校

３位　穐本 遥貴 　　9 分 45 秒 2　青嶺中学校

【小学生女子　800 ㍍】

１位　前川 早紀 　　2 分 42 秒 6　伊万里三香クラブ

２位　原 輝未香 　　2 分 48 秒 3　ＩＪＡＣ

３位　山下 莉奈 　　2 分 48 秒 3　青嶺陸上クラブ

【小学生男子　1000 ㍍】

１位　谷﨑 瑠耶 　　3 分 11 秒 1　青嶺陸上クラブ

２位　松本 隆佑 　　3 分 20 秒 7　伊万里三香クラブ

３位　多久島瑞希  　3 分 21 秒 5　東山代Ｊｒ

【一般女子　100 ㍍】

１位　池田 衣那　 　　　13 秒 5　伊万里三香クラブ

２位　佐藤　華　  　　　13 秒 7　伊万里農林高校

３位　松本 華奈　 　　　14 秒 1　国見中学校

【一般男子　100 ㍍】

１位　岡本 悠太　 　　　11 秒 7　佐賀陸上協会

２位　石橋 恭兵　 　　　11 秒 9　国見中学校

３位　山口 司貴　 　　　12 秒 0　国見中学校

【高校女子・一般女子　3000 ㍍】

１位　宮西満紀子  11 分 52 秒 6　伊万里商業高校

２位　栗山 千草　 12 分 21 秒 6　伊万里商業高校

３位　北村 春奈　 12 分 25 秒 8　伊万里商業高校

【高校・一般男子　5000 ㍍】

１位　古賀 慶彦　 15 分 58 秒 0　ＳＵＭＣＯ

２位　末次 　亮　 16 分 11 秒 3　敬徳高校

３位　吉原 　孟　 16 分 13 秒 0　敬徳高校

【
一
般
（
混
合
）
の
部
】

優　

勝　

サ
ウ
ス　

準
優
勝　

東
山
代

【
女
性
の
部
】

優　

勝　

月
人　
　

準
優
勝　

ウ
ェ
ー
ブ

第９回 国見台ナイター陸上大会

　第 36 回市長旗争奪少年野球大会

期　

日　

７
月
５
日
（
日
）

会　

場　

国
見
台
体
育
館

参
加
者　

団
体
15
チ
ー
ム
、
個
人
79
人

期　

日　

６
月
21
日
（
日
）

会　

場　

国
見
台
体
育
館

参
加
者　

27
組
、
54
人

■
市
内
の
選
手
の
主
な
成
績（
ペ
ア
）

【
青
年
男
子
】

優　

勝　

土
山 

純
二
（
立
花
町
）

　
　
　
　

奥
山 

亮
輔
（
大
坪
町
）

準
優
勝　

中
島 

祐
樹
（
黒
川
町
）

　
　
　
　

江
里
口
和
隆
（
脇
田
町
）

【
壮
年
男
子
】

優　

勝　

土
井 

和
則
（
大
川
町
）

　
　
　
　

西
村 

和
則
（
太
良
町
）

第
15
回
あ
じ
さ
い
カ
ッ
プ

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

期 日　７月 11 日（日）　会 場　国見台陸上競技場

【
初
心
者
男
子
】

優　

勝　

伊
藤 　

亘
（
新
天
町
）

　
　
　
　

杉
本 

誠
司
（
唐
津
市
）

準
優
勝　

加
藤 

健
夫
（
松
島
町
）

　
　
　
　

内
野 

智
勝
（
有
田
町
）

【
壮
年
女
子
】

準
優
勝　

西
岡
須
美
子
（
二
里
町
）

　
　
　
　

小
松 

洋
子
（
二
里
町
）

【
初
心
者
女
子
】

優　

勝　

花
田 

詩
織
（
大
坪
町
）

　
　
　
　

戸
田 

聡
美
（
佐
世
保
市
）

　

７
月
４
日
か
ら
20
日
に

か
け
て
、
第
36
回
市
長
旗

争
奪
伊
万
里
市
少
年
野
球

大
会
が
国
見
台
野
球
場
で

開
催
さ
れ
、
13
チ
ー
ム
が

白
熱
し
た
試
合
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
で
は
、
大
坪
赤

門
少
年
野
球
と
東
山
代
少

年
野
球
が
激
突
し
、
追
い

つ
追
わ
れ
つ
の
好
ゲ
ー
ム

を
展
開
。
３
対
２
で
迎
え

た
最
終
回
に
、
粘
る
東
山

代
少
年
野
球
が
逆
転
サ
ヨ

ナ
ラ
勝
ち
を
お
さ
め
、
見

事
に
優
勝
し
ま
し
た
。

　

上
位
の
成
績
は
次
の
と

お
り
で
す
。
ま
た
、
３
位
ま

で
は
県
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

優　

勝　

東
山
代
少
年
野
球

準
優
勝　

大
坪
赤
門
少
年
野
球

３　

位　

伊
万
里
愛
球
会

第
３
回
市
民
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

↑決勝戦３回裏に３塁打を放つ東山代少
年野球・キャプテン金子選手

　 ↑どの試合も好プレー
　 の連続
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日
本
カ
ブ
ト
ガ
ニ
を
守
る
会
の

総
会
が
伊
万
里
市
で
行
わ
れ
る
の

に
あ
わ
せ
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
ま
す
。

　

西
日
本
各

地
の
カ
ブ
ト

ガ
ニ
の
現
況

や
研
究
を
わ

か
り
や
す
く
発
表
し
ま
す
。
牧
島

小
学
校
児
童
に
よ
る
カ
ブ
ト
ガ
ニ

の
歌
や
研
究
発
表
も
あ
り
、
肩
の

こ
ら
な
い
楽
し
い
学
習
会
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●

日　

時　

８
月
23
日
（
日
）

午
後
１
時
〜
３
時

●

場　

所　

市
民
セ
ン
タ
ー

●

参
加
料　

無　

料

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

●

主　

催　

　

日
本
カ
ブ
ト
ガ
ニ
を
守
る
会
・

　

伊
万
里
市
教
育
員
会

●

問
合
先　

生
涯
学
習
課
文
化
財
係

　
（　

 

☎
㉓
３
１
８
６
）

　

地
域
の
防
火
防
災
の
最
前
線
で

活
躍
し
て
い
る
消
防
団
の
職
務
遂

行
に
必
要
な
事
項
を
点
検
す
る
伊

万
里
市
消
防
団
夏
季
点
検
を
実
施

し
ま
す
。
今
年
は
、
伊
万
里
市
消

防
団
の
代
表
と
し
て
第
30
回
佐
賀

県
消
防
操
法
大
会
に
出
場
し
た
選

抜
隊
員
に
よ
る
訓
練
礼
式
の
展
示

を
皆
さ
ん
、ぜ
ひ
ご
参
観
く
だ
さ
い
。

●

日　

時　

８
月
23
日
（
日
）

午
前
８
時
〜

●

場　

所　

消
防
本
部
訓
練
場

●
問
合
先　

消
防
総
務
課
消
防
団
係

（　

 

☎
㉓
２
１
１
６
）

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索

●

日　

時　

　

９
月
15
日
（
火
）・
16
日
（
水
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●

会　

場　

市
民
セ
ン
タ
ー

●

受
付
期
間

　

８
月
24
日（
月
）〜
９
月
８
日（
火
）

●

受
講
申
込
書　

消
防
本
部
お
よ

　

び
各
分
署
に
あ
り
ま
す

※
詳
し
い
案
内
を

　

伊
万
里
市
消
防

　

本
部
の
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
に
掲
載

　

し
て
い
ま
す

●

申
込
・
問
合
先　
　

佐
賀
県
消

　

防
設
備
安
全
協
会

（
０
９
５
２
☎
㉚
２
１
９
０
）

お
知
ら
せ

子育て支援センターに
　　　　　遊びにきませんか

　子育てに関する悩みや相談を受け付けてい
ます。ひとりで悩まずにお気軽にご相談ください。
①つくしんぼランド（要申込）
　就園前の乳幼児とその保護者が集い、歌や
　簡単な工作などを行います
　日　時　８月 12 日（水）、19 日（水）
　　　　　午前 10 時〜正午
　場　所　黒川公民館
②お誕生会（要申込）
　８月生まれの乳幼児とその保護者
　日　時　８月 26 日（水）
　　　　　午前11時 〜11時45分
　場　所　子育て支援センターぽっぽ
◆申込・問合先
　子育て支援センターぽっぽ
　（☎㉓５１９７）

平

成

21

年

度

消
防
団
夏
季
点
検

カ

ブ

ト

ガ

ニ

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

全
国
消
費
実
態
調
査
に

ご

協

力

を

　８月９日は、長崎市に原爆

が投下された日です。

　今もなお原爆症で苦しんで

いる数多くの人々の早い回復

と、原爆死没者の冥福を祈る

ため、午前 11 時２分にサイ

レンを鳴らします。１分間の

黙とうを捧げましょう。

　また、８月 15 日は、終戦

記念日です。戦争で亡くなっ

た数多くの人々の追悼と恒久

平和を祈念するため、正午に

サイレンを鳴らします。１分

間の黙とうを捧げましょう。

● 問合先　総務部監理室
（ 　☎㉓２１２６）

８月９日と 15 日は
平和の祈りを

防
火
管
理
講
習
の

お

知

ら

せ

　

９
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
全

国
消
費
実
態
調
査
が
行
わ
れ
ま

す
。
調
査
員
が
皆
さ
ん
の
お
宅
に

伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

●

調
査
の
目
的　

わ
が
国
の
家
計

　

の
実
態
を
把
握
し
、
国
や
地
方

　

公
共
団
体
が
行
う
各
種
施
策
な

　

ど
の
企
画
立
案
や
、
研
究
機
関

　

で
行
う
消
費
・
経
済
分
析
の
た

　

め
の
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す

※
統
計
調
査
で
集
め
ら
れ
た
個
人

　

情
報
は
『
統
計
法
』
に
よ
っ
て

　

保
護
さ
れ
ま
す

●
問
合
先　

情
報
広
報
課
市
民
サ

　

ー
ビ
ス
係
（　

☎
㉓
５
４
９
１
）
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◆
犬
、
猫
の
引
き
取
り
と
野
犬
の

　

捕
獲

▽
休
み
期
間

　

８
月
13
日
（
木
）、
14
日
（
金
）

◆
し
尿
く
み
取
り

▽
休
み
期
間　

　

８
月
14
日
（
金
）
〜
16
日
（
日
）

◆
ご
み
の
収
集
と
環
境
セ
ン
タ
ー

▽
休
み　

８
月
16
日
（
日
）

●
問
合
先　

環
境
課
生
活
環
境
係

（　

☎
㉓
２
１
４
４
）

　

お
盆
に
行
わ
れ
る
精
霊
流
し
の

船
と
お
供
物
な
ど
を
回
収
す
る
た

め
、
精
霊
流
し
を
行
う
時
間
と
場

所
を
次
の
と
お
り
指
定
し
ま
す
。

●

日　

時　

８
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
７
時
〜
10
時

●

場
所
な
ど　

次
の
と
お
り

◇
水
に
浮
く
も
の

　

岩
栗
橋
か
ら
松
島
橋
の
間

◇
水
に
沈
む
も
の

　

船
屋
橋
下
流
の
川
落
と
し
合
戦

場
に
祭
壇
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
お
供
え
し
て
、
川
に
流
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先　

環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル

　

推
進
係
（　

☎
㉓
２
１
４
５
）

　

伊
万
里
休
日
・
夜
間
急
患
医
療

セ
ン
タ
ー
の
お
盆
期
間
中
の
開
院

状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。
受
診

前
に
、
ま
ず
電
話
で
、
お
問
い
合

わ
せ
の
う
え
ご
来
院
く
だ
さ
い
。

お
盆
は
お
休
み
し
ま
す

精
霊
流
し
は
時
間
と

場

所

を

守

っ

て

　限りある資源の有効活用を目的とし
て、第 14 回伊万里リサイクルフェアを
開催します。
● 日　時　９月２３日 ( 水・祝 )

　午前９時～正午
● 場　所　

　市役所裏の公用車車庫とその周辺
● 催　し　環境美化功労者表彰式、リ

　サイクルバザー、環境パネル展など
●リサイクルバザー出店者募集
　あなたも日用雑貨や衣類、陶磁器な
　どを持ち寄って出店してみませんか
● 出店資格者　

　リサイクル活動に興味がある市内在
　住の個人および団体（15 歳以下は保
　護者同伴）
● 出店料　無　料

● 申込方法　環境課・各町公民館に備

　え付けの申込書に必要事項を記入し
　て申し込んでください ( 申込書は市
　のホームページからもダウンロード
　できます )
● 申込期限　８月３１日 ( 月 )

※出店枠に限りがありますので、申込
　多数の場合は先着順で締め切ります
● 申込・問合先　環境課リサイクル推進係

（　 ☎㉓２１４５）

第 14 回
リサイクルフェア

●

日
時
・
診
療
科
目

▽
８
月
13
日
（
木
）、
14
日
（
金
）

　

午
後
８
時
〜
10
時
（
小
児
科
）

▽
８
月
16
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
内
科
・

　

外
科
・
小
児
科
）

●

問
合
先　
　

伊
万
里
休
日
・
夜

　

間
急
患
医
療
セ
ン
タ
ー

（
☎
㉓
９
９
１
０
）

　

佐
賀
県
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
た
『
脇
野
の
大
念
仏
』

の
公
演
に
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

脇
野
『
大
念
仏
』
公
演

万

燈

の

夕

べ

●

日　

時　

８
月
21
日
（
金
）

　
　
　

午
後
７
時
〜
（
小
雨
決
行
）

●

場　

所　

宝
積
寺
境
内
（
東
山

　

代
町
脇
野
）

●

イ
ベ
ン
ト
内
容

▽
脇
野
の
大
念
仏
公
開
と
公
演

▽
東
山
代
『
明
星
太
鼓
』
な
ど

●

問
合
先　

脇
野
公
民
館
・
中
倉

  

（
０
９
０ 

９
０
７
２ 

４
９
０
４
）

　

８
月
は
『
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
』

で
す
。
道
路
は
、
私
た
ち
の
毎
日

の
生
活
を
支
え
る
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
も
の
で
す
。
８
月
10
日
の

『
道
の
日
』
を
契
機
に
も
う
一
度
見

直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
推
進
標
語　
『
ま
た
歩
こ
う　

　

そ
ん
な
気
に
な
る　

道
が
い
い
』

●

問
合
先　

土
木
管
理
課
管
理
係

（　

 

☎
㉓
２
４
８
４
）

お
盆
期
間
中
の
急
患

セ
ン
タ
ー
開
院
情
報

８月は北方領土返還運動
強調月間です

　北方領土とは、択
えとろふ

捉島、国
くなしり

後島、

色
しこたん

丹島、歯
はぼまい

舞群島の四島のことで、日

本固有の領土です。一日も早く日本に

返還されることが私たちの願いです。

『四
し

島
ま

返還  あなたの声こそ  力です』
● 問合先
　総務部監理室（　 ☎㉓２１２６）

８

月

10

日

は

『
道
の
日
』
で
す



222009.8

お知らせコーナー

毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）広報伊万里への企業広告のお申し込みは、代理店の山口印刷株式会社までお願いします（☎㉒５１８８）

●

対
象
者　

医
師
、
保
健
師
、
管

　

理
栄
養
士
お
よ
び
保
健
指
導
経

　

験
看
護
師(

生
活
習
慣
病
予
防

　

の
相
談
・
教
育
業
務
に
１
年
以

　

上
従
事)

●

研
修
日
時 

午
前
10
時
～
午
後
５
時

▽
Ａ
コ
ー
ス 

10
月
10
・
11
・
12
日

▽
Ｂ
コ
ー
ス

　

 

10
月
25
日
、
11
月
１
日
・
７
日

●

定　

員　

各
コ
ー
ス
50
人

●

会　

場　

佐
賀
県
総
合
保
健
会
館

●

受
付
期
間

　

８
月
１
日（
土
）～
８
月
31
日（
月
）

●

受
講
料　

無　

料

●

申
込
み
手
続
き

　

往
復
は
が
き
裏
面
に
『
特
定
保

健
指
導
研
修
受
講
申
込
書
』
と

書
き
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月

日
、
電
話
番
号
、
希
望
研
修
コ
ー

ス
、
取
得
免
許
種
類
、
保
健
指

導
業
務
経
験
の
有
無
、
勤
務
先
、

終
了
後
の
人
材
登
録
希
望
の
有

無
を
記
入
し
て
送
っ
て
下
さ
い

●

宛
先
お
よ
び
問
合
先

　

〒
８
４
０-

０
８
１
５

　

佐
賀
市
天
神
一
丁
目
４
番
15
号

　

佐
賀
県
総
合
保
健
協
会
内
・
佐

　

賀
保
健
指
導
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
☎
０
９
５
２
㉕
２
３
２
０
）

ぼ
し
ゅ
う

特
定
保
健
指
導
研
修

受

講

生

募

集

は
、ガ
イ
ド
養
成
講
座
受
講
後
『
伊

万
里
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

会
』
会
員
と
し
て
、
案
内
活
動
を

お
願
い
す
る
予
定
で
す
。

●

募
集
内
容

　

日
本
語
お
よ
び
外
国
語
（
中
国

語
・
韓
国
語
・
英
語
な
ど
）
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

●

応
募
資
格　

伊
万
里
を
愛
し
、

お
客
様
と
の
ふ
れ
あ
い
や
会
話

が
好
き
な
人
。
経
験
や
知
識
、

年
齢
、
性
別
は
問
い
ま
せ
ん

※
ガ
イ
ド
は
都
合
の
つ
く
と
き
だ

け
で
構
い
ま
せ
ん

●

講
座
内
容　

　

伊
万
里
の
歴
史
・
文
化
や
観
光

施
設
の
概
要
、
ガ
イ
ド
心
得
な

ど
に
関
す
る
研
修
を
９
月
か
ら

行
い
ま
す
（
無
料
）

●

申
込
・
問
合
先　

　

商
工
観
光
課
観
光
係
（　

☎
㉓

　

２
１
１
０
・　

㉓
２
４
７
４
）

●

日　

時　

９
月
４
日
（
金
）

●

会　

場　

国
見
台
球
技
場

●

参
加
資
格　

市
内
在
住
者

●

チ
ー
ム
編
成　

８
人
以
内

●

参
加
料　

１
チ
ー
ム
500
円

●

申
込
期
限　

８
月
18
日
（
火
）

●

申
込
・
問
合
先　

各
町
公
民
館

　

ま
た
は
体
育
保
健
課

（　

☎
㉓
３
１
８
７
）

　

伊
万
里
を
訪
れ
た
観
光
客
に
、

観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
を
案
内
す

る
『
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
』

を
募
集
し
ま
す
。
応
募
さ
れ
た
人

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ

イ

ド

募

集

市
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

　料理や遊びを通して外国の人と交流
する『国際交流ひろば』を開催します。
外国の文化に触れる貴重な機会です。
せひ、ご参加ください。
● 日　時　９月５日（土）

　午前 10 時〜午後３時 30 分
● 会　場　市民センター
● 対　象　小学４年生〜中学３年生
● 定　員　30 人
※応募多数の場合は抽選
● 参加費　500 円（保険料含む）
● 申込期限　８月 21 日（金）
● 申込・問合先　男女協働・まちづく
　り課国際交流室（　 ☎㉒７０４６）

いっしょに作ろう ! 世界の料理

●

試
験
日　

10
月
７
日
（
水
）

●

受
付
期
間
お
よ
び
受
験
案
内
配
布

　

８
月
３
日
（
月
）
～
21
日
（
金
）

※
受
験
案
内
は
下
水
道
課
で
配
布

●

受
験
資
格

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

▽
高
校
（
旧
制
中
学
）
以
上
の
土

　

木
工
学
科
等
を
卒
業
し
、
排
水

　

設
備
工
事
等
の
設
計
ま
た
は
施

　

工
に
関
し
２
年
以
上
の
経
験
を

　

有
す
る
人

▽
高
校
（
旧
制
中
学
）
を
卒
業
し
、

　

排
水
設
備
工
事
等
の
設
計
ま
た

　

は
施
工
に
関
し
３
年
以
上
の
経

　

験
を
有
す
る
人

▽
排
水
設
備
工
事
等
の
設
計
ま
た

　

は
施
工
に
関
し
５
年
以
上
の
経

　

験
を
有
す
る
人

●

試
験
科
目

　

下
水
道
に
関
す
る
一
般
知
識

お
よ
び
排
水
設
備
に
関
す
る
法

令
・
事
務
手
続
・
設
計
施
工
な

ら
び
に
維
持
管
理
な
ど

※
受
験
講
習
・
受
験
料
な
ど
の
詳

　

細
は
問
合
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ

　

さ
い

●

申
込
・
問
合
先

　

下
水
道
課
（　

☎
㉓
２
３
９
５
）

排

水

設

備

工

事

責
任
技
術
者
資
格
試
験

し 

け 

ん

FAX

※
お
詫
び
・
広
報
伊
万
里
平
成
21
年
７
月
号
（
19
ペ
ー
ジ
）
に
掲
載
し
ま
し
た
『
市
民
音
楽
祭
出
場
募
集
』
の
記
事
の
中
で
『
日

　

時　

12
月
16
日
（
日
）』
と
あ
る
の
は
『
日　

時　

12
月
６
日
（
日
）』
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す



お知らせコーナー

23 2009.8 毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）広報伊万里への企業広告のお申し込みは、代理店の山口印刷株式会社までお願いします（☎㉒５１８８）

家庭で
　できる！

今月の省エネと

地球温暖化防止対策
■問合先　環境課生活環境係

（　 ☎㉓２１４４）

夏の冷房時の室温設定は 28℃を目安に

　外気温が 31℃で、エアコン（2.2 ｋＷ）の冷房設定温度を
27℃から 28℃に設定して、９時間使用したとき、

　　年間で 電気 30.24 ｋＷｈ、約 670 円の節約、
　　二酸化炭素 13.7 ｋg の削減となります

　12 日・26 日（弁護士）

　６日・９月３日（司法書士）

　20 日（公証人）

　４日・18 日

　※午前 10 時〜午後４時

　21 日※午前９時〜正午

法 律 相 談
司 法 書 士 相 談
暮 ら し の 知 恵 相 談
人 権 相 談
消 費 生 活 相 談
行 政 相 談

❶
❷
❸
❹
❺
❻

第２･４�
第  １   �
第  ３   �
第１･３�
毎週月〜金

第  ３   �

●年金相談（予約制） 会場 : １階面接室（市民ロビー前）

　毎週金曜日 午前９時 30 分〜午後３時

●健康相談 会場：市民ロビー

　８月４日（木）午後１時 30 分〜３時

●身障者相談 会場 : 市民ロビー

　毎月第４月曜日 午前 10 時〜午後３時

※①･②･③は、市民サービス係まで予約してください

　　これまで消費生活相談日は、週３回（月・水・金曜日）

実施していましたが、8 月からは週５回（月〜金曜日：午

前 10 時〜午後４時）に拡大して、皆さんの消費トラブル

などのご相談に応じます。

　　◆問合先　情報広報課市民サービス係（　 ☎㉓２１３６）

消費生活相談日が増えます！

■会 場：市役所１階市民相談コーナー
■時 間：午前 10 時〜午後３時　無料・秘密厳守

８ 月 の 市 民 相 談８ 月 の 行 事

19 日（水）　午後２時開演

伊万里市同和問題講習会

27 日（木）　午前９時 30 分開演

平成 21 年度伊万里市老人福祉大会

☆平和を願って〜長崎原爆の日〜

８日（土）午後１時 30 分〜

　戦争の体験を語っていただいたり、戦争に

関する本の朗読などを行います

★夏休み子ども上映会　午後２時 30 分〜

　8 月２日（日）『シリウスの伝説』（108 分）

　8 月 16 日（日）『ガラスのうさぎ』（105 分）

★名画上映会　午後２時 30 分〜

　８月 12 日（水）

　『チップス先生さようなら』（115 分）

　８月 23 日（日）

　『おくりびと』（131 分）　

★８月の休館日　

　３日、10 日、17 日、24 日、31 日

　館内整理日（第４木曜日）は開館します

市民センター ☎㉒３９１１

市 民 図 書 館 ☎㉓４６４６

市 民 会 館 ☎㉒７１０５

■ 参考 : 省エネルギーセンターのホームページ　http//www.eccj.or.jp/

一人で悩まず
ご相談ください
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平成 21 年 7 月１日現在
●人口　58,315 人　　（− 13）
　　男　27,880 人　　（−   6）
　　女　30,435 人　　（−   7）
●世帯　21,918 世帯    （＋   5）

（　）は前月比
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健
康
で
、
素
敵
な
人
に
な
る
た
め
に
は
、

基
本
的
な
生
活
習
慣
が
で
き
て
い
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
さ
あ
、
睡
眠
も
し
っ
か
り
と
っ

た
し
、
朝
ご
は
ん
も
し
っ
か
り
食
べ
た
し
、

今
日
も
一
日
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

伊
万
里
っ
子
し
ぐ
さ

テ
レ
ビ
消
し

早
寝
早
起
き　

朝
ご
は
ん

み
そ
汁
吸
っ
て
元
気
い
っ
ぱ
い

　

心
ふ
れ
あ
い
う
た
フ
ェ
ス
タ
の
取
材
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。
元
気
な
保
育
園
児
た
ち
が
、

色
と
り
ど
り
の
衣
装
で
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
恥
ず

か
し
が
り
な
が
ら
も
一
生
懸
命
歌
う
姿
に
、

思
わ
ず
に
っ
こ
り
。
会
場
は
、
や
さ
し
い
笑

顔
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
衆
議

院
議
員
総
選
挙
が
間
近
。
次
の
世
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
の
未
来
と

な
る
よ
う
、
私
た
ち
の
声
が
国
政
に
届
く
大

切
な
一
票
を
投
じ
た
い
も
の
で
す
ね
。（
英
）

解　

説

今
月
の

↑『カモメの水兵さん』を歌う大坪・牧島保育園児

↑『スイカの名産地』を歌う南波多
　 ・松浦・大川保育園児

↑『南の島のハメハメハ大王』を歌う久原・
　　楠久・さくら・鳴石保育園児

↑『おばけなんてないさ』を歌うみなみ・
　波多津保育園児

　
『
心
ふ
れ
あ
い
う
た
フ
ェ
ス
タ
』

が
７
月
５
日
、
市
民
会
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。
市
内
23
保
育
園
の
年
長
児

と
黒
川
・
牧
島
老
人
ク
ラ
ブ
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、
数
園
合
同
で
元
気
い
っ
ぱ
い
に
歌
や
振

り
付
け
を
披
露
。
ホ
ー
ル
い
っ
ぱ
い
に
響
く
元
気
な
歌
声

に
、
超
満
員
と
な
っ
た
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
お
く

ら
れ
ま
し
た
。

宇
そ

宙
ら

まで響け  僕たち  私たちの歌声
↑『かわいい魚屋さん』を歌う立花・
　大川内保育園児

↑『まあるいいのち』を歌う大久保・
　　脇野・里・長浜保育園児

↑『宇宙船のうた』を歌う伊万里保育園児

↑『げんこつ山のたぬきさん』を披露す　
　 る牧島保育園児と牧島老人クラブ

↑『おさるのかごや』を歌う大里・
　　医王・中里保育園児

↑『手のひらを太陽に』を歌う川東・た
　 んぽぽ保育園児

2009

心
ふ
れ
あ
い

 

う
た
フ
ェ
ス
タ

↑ 寸劇をまじえ『浦島太郎』を歌 う
　牧島保育園児と黒川老人クラブ




